
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 上半期の業績は社員一人ひとりが役

割を果たした結果である認識は一致

している。 

 収入は昨年に比べて回復基調にある

が、営業費が増加し、投資家から不満

の声も出ている。 

 やみくもにマイナスを並べているわ

けではなく、世間動向やデフレ脱却な

ど考慮すべきことがある。 

 業績予想達成には更なる努力が必要。 
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様々な施策を担いながら支社健診

センターも含め奮闘している。 

施策による劣悪な条件下で苦労し

ている。運輸収入のＵＰは現場の努

力の賜物だ！ 

組合員は限界だ！今後も業務が増

える。今までの成果と今後のために

満額回答を！ 

 業務量が減らないのに超勤削減を

求められている。職場の目標達成に

向け奮闘している！ 

グループ会社に多くのかんり部会

の仲間が、会社の施策として出向し、

頑張っている。 

 

常に災害や事故を想定し早期復旧

に心がけ安全安定輸送確保に取り組

んでいる。 

 

 

 ２期連続の増収増益は間違いない。営

業費が増加すると言うが、物件費の増

加は会社施策の結果である。 

 安全･安定輸送は設備投資したからだ

けではなく、組合員の絶えざる職場か

らの実践があるからだ！ 

 人事賃金制度、駅や構内検修の外注

化、新津車両製作所などの様々な施策

を担い不安や不満、苦労がある。働き

がい向上のためにも満額の回答を！ 
 

人を減らし、業務が逼迫してい

る中、ＤＣや重販で目標を達成

するために社員が参加し増収

に貢献している。 

夢や希望を持って現場で奮闘してい

る。満額回答なくして職場のやる気、

働きがい向上はありえない。 


